




社 会 人 類 学 分 野13
田 沼 幸 子(1)
日本における死体の歴史人類学
一 二重葬と骨の象徴性についての構造分析の試み一 ………小 田
ア オ テ ア ロ ア ・ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドに お け る マ オ リ女 性 の マ ナ
ー テアロハ ・ラウン トゥリー氏 による2講演 の記録一
テ ア ロハ ・ラ ウ ン トゥ リー
自分 とい うや っか い な もの
一2019年 度 「社 会人類学演習H」 のインタビュー作品一 … …深





澤 井 充 生(91)
ダ ラムサ ラにお け るチ ベ ッ ト人 と トライブの ア イデ ンテ ィテ ィをめ ぐる相 互 依 存 と排 除
ス テ ィー ブ ン ・ク リス トフ ァー 山岸 哲 也 ・顔 行 一(訳)(115)
中 国 人留 学 生 が 「教 会 」 に行 く理 由
一 ソー シャル ・キ ャピタルの視点か ら見 る個人の ライフス トー リー一
孫 夢(141)





首 都 大 学 東 京 『人文 学 報(社 会 人類 学 分野)』 投 稿 規 定
(1)本 誌には、論文のほか、卒論 ・修論 ・博論一覧表、教員業績一覧、学事 日程を載せるものとする。また
本誌編集会議の合議により、上記以外の特集や記録なども載せることができる。
(2)本 誌には、社会人類学研究室教員等(教 撞 ・准教授 ・助教、非常勤講師、特約研究員)が 論文を日本語
.ま たは英語で執筆することができる。











首 都 大 学 東 京 『人 文 学 報(社 会 人 類 学 分 野)』 執 筆 要 領
(1)投 稿論文 は、400字 詰め原稿用紙 に換 算 して50～60枚 を、英 文の場合 は8ρ00ワ ー ドを限度 とす る。写真 ・
図表 も字数に含め るもの とす る。
(2)書 式は 日本文化人類学会機関誌 『文化人類学』の規定 に準ず るもの とす る。
(3)原 稿の募集 は原則 と して毎年4月 ・5月とす る。原稿提 出期 限は原則 と して毎 年10月 末 日 とするが、原稿
募 集の際・年度 ごとに通知す る。
(4)投 稿者は、電子 ファイル(MSWord)で 作成 しだ原稿 をメールに添付 し、所定 の提 出期 限 まで に提 出す
るこ と。なお、査読 後の最終原稿 に関 しては、電子 ファイルお よび紙媒体 を提 出す ること。
166
2019年 度社会人類学研究室 卒業論文 ・修士論文 ・博士論文一覧
卒業論文(首 都大学東京人文 ・社会系社会学コース社会人類学分野)
氏名 論文 タイ トル 指導教員
宮田真梨子 「縛 られない生活」一 青森県のメロン農家 にみる 「仕事」 と 「趣味」」の豊かさ 小田
渡邉 陸 「ふるさと」を利用 した地方の可能性一 地方に関わる人々の実態 小田
本田祐里香
交換 と贈 与 の手前 で
一 フェ デ リコ ・フ ェ リー 二 『道 』 か らみ る 「一緒 にい る こと」 小田
柏木 雄二 鋲道 ファンに対するイメージ と若年層の自虐一 大学鉄道研究会への調査か ら 小田
永田信太郎 肥満差別撤廃はどのように目指 されるべ きか一 アイデンティティ ・ポ リティクスを超 えて 小田
岩田 麻
パ ー クを飼 い慣 らす
一 現 代 日本 にお け る スケ ー トボー ド文 化 と継承 され る ス トリー トス




一 「浜松 まつ り」凧揚げ合戦を通 じて 綾部
塩沢 小晴 「水商売ち しくない」クラブの民族誌一 東京都郊外の老舗Sを事例 として 田沼
一瀬 紗英 ミュー ジカ ル 『テニス の王 子様』 の民族 誌




「ギ リホ リ」 にみ る女性 の生 きづ らさ と希 望
一 オース トラ リア ・ワー キ ングホ リデ ー制度 を例 に 田沼
幡野 好紀
競技クイズにおける頻出問題の誕生 と排除なき競争
















山本 桃子 市民農園の魅力 とは何か一 小田原でのフィール ドワークをもとに 深 山
古賀 なつき
放 課後 とは どの よ うな時 間で あるか
一NPOア フタース ク ールで の フ ィール ドワーク を通 して 深山
高村 真登
移 民2世 と して生 きる









氏名 論文タイ トル 主査
松崎か さね
勝ちゃあいいってわけ じゃない
一 パチプロたちの思いや りと勝利の美学 小田
李 子卿 性被害 とSNSと の連関一 山口真帆 と伊藤詩織を例として 何
肖 情明
現代の移民の食文化に関する一考察
一 西川ロチ ャイナタウンの中国料理店 を対象に 何
内住 哲生
円環のコレオグラフイー




一 日本における西アフリカ音楽の再文脈化 をめぐって 綾部
羅 明禎 西安 回坊 に生きる女性の現在一 「坊上」 と 「外面」の往還 をめ ぐって 綾部




一 在 日ウイグル族の食生活を事例 に 田沼
朴 美子
ヤオ族の司法過程
一 中国広西省金秀県大謡山の石碑制度 における法の目的 石田
劉 嘉露
中国の河南省の農村地域の 「トイレ革命」か ら見る生活の変化
一 河南省洛陽市孟津県麻屯鎮 と周辺村 を事例に 深山
博士論文(首 都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイ トル 主査
斎藤 みほ




「人 間 の塔」 づ くりにお け る 「こわす こ と」 と 「ゆ れ るこ と」





論文 2019「 構 造 主 義 と文 化 人類 学」 『神奈 川大 学評 論』94:27-79。
2020「 日本における死体の歴史人類学一 二重葬と骨の象徴性についての構i
造分析 の 試 み」 『人文学 報』516-2:23-37。
口頭発表 2020「 渡 辺 公三 さ んに よる レヴ ィ=ス トロ ース 」 『渡辺 公 三 先生 の ご業績 を
ふり返る会』(立命館大学大学院先端総合学術研究科)(1月11日)。




2020『2019年 度 民 俗学 演 習 レポー ト集 食 につ いて の民俗 調査 』(1月)。
2019『 民 俗 学特 別講 義 ア クテ ィブ ラー ニ ング報告 集』(12月)。
論文
'
201920世 妃80年 代 以后 的 日本宝 巻 研 究傭 轍一 以国 会 圏 蔦棺 棺 藏 文献 和 日
本 知 囲文献 力 対 象一,奈 亜 双 学研 究学 会 会誌 《奈 亜双 学 研 究(東 ア
ジ ア中国学 研 究)》 特別 号、pp.154-164、6月 。
2019「 第十 五 章 日本 の箸 文化 」、 『箸 文 化概 論 』pp.227-247、 黒 竜 江 人民 出
版社 、5月 。
口頭発表 2019「20世 紀80年 代 以后 的 日本 宝巻 研 究傭 鰍」、 国際 シ ンポ ジ ウム 『漢 語 文
化 お よびそ の伝 播 』(　 西師 萢大 学 文学 院/新 同与 佑播 学 院干 奈 亜汲 学
研 究学 会主 催)、 中国広 西(6月29日 ・30日)。
2019「 日本 社 会 に お け る民俗 伝 承 の ル ー ドに つ い て」、 第 二 回東 アジ ア民 俗








単編著 2019『 東南 アジ ア文 化 事典』(信 田敏 宏 ・綾 部真雄 ほか編)、 丸 善 出版。
◆執筆項目
「タ イ 」(pp.24-25)、 「先 住 民 」(pp.96-97)、 「ケ シ 栽 培 」(pp.282-283)、
「タ イ の 食 」(pp.374-375)、 「第11章 観 光 と文 化 遺 産 扉 文 」(p.553)、
「文 化 復 興 」(pp.580-581)、 「第12章 新 しい 時 代 の 流 扉 文 」(p.619)、
「ASEAN共 同 体 」(pp.620-621)。




2020「 方法 と しての ク ラシ ックモ ダ ンー 『社 会 人類 学年 報』の 立場 か ら」『文
化 人類 学研 究』20:50-59。
口頭発表 2019JapaneseAnthropologyandItsPursuitofResponse-Ability:ACasef㌃om
NorthernThailand,TMU-UniversityofLeisterJointSymposium,March7.
2019HowtoPromoteJapan-ChinaCollaborativeResearch,JST一 中 国 科 学 技 術 局








2020「 少 数 民 族 の王 に なれ なか った話 一一 タイ 山地 民 との30年 史」、首 都 大
学東 京 人文科 学研 究科 ブラ ウ ンバ ッグセ ミナ ー(1月20日)。
その他 2019「 タイ の リス社 会 と私 」(リ ス 語 お よび タ イ語)、 国際 リス 代 表 者 会議
(2ndInternationalFestivalonLisuCulthreandSustainableDevelopment)
2019)(3月28日)。
2020コ ー デ ィ ネー タ(パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン)、 「国 際 キ ャ リアパ ス を考
える」首都大学東京国際副専攻設立5周年記念セミナー(国 際副専攻委
員会 ・国際 セ ン ター ・国 際課 共催)(2月12日)。
【対 談】
2020「 対 談 綾 部真 雄 ×高 野秀 幸 「実 体 験 」 の スス メ。"当 事者"こ そ が物
事 の 本 質 を理 解 で き る 」 『Miyacology』4:2-5。
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田沼 幸子(准 教授)
単編著 2019「 『革 命 の子 ど もた ち」 が 親 に な る と き一 バ ルセ ロナ で生 きる キ ュー
バ人の戸惑い」『国境を越えるラテンアメリカの女性たち』松久玲子
(編)、 晃 洋 書 房 、pp.98-!20。 ・
論文 2019「 小 田 亮教授 の人 と業績 」 『人文学 報』516-2:1-21。
口頭発表 2019「 フ ィー ル ドワー ク演 習 で映 像 が可 能 にす る 『学 習』」 グ ルー プ ワ ー ク
「映像 で 書 く一 実 践 と分析 」 カ ルチ ュ ラル ・タイ フー ン、慶 鷹 義塾 大
学 、(6丹1日)。
「きっか け の人類 学 」首 都大 学 東京 ア ドミッシ ョン ・セ ンター高 大連 携
室 主催 学 内模擬 講 義 「文系 分 野の 学問 紹介 」、11月7日 、11号 館204教 室。
20201「怒って済むなら人類学者は要らない。ではどうするか」国立民族学†専
物 館 共 同研 究 「ネ オ リベ ラ リズム とモ ラ リテ ィ」、 国立民 族学 博物 館(2
月15日)。
その他 2019「 生 誕100年 記 念 サ ンテ ィア ゴ ・ア ルバ レス特 集 上 映 」 ア テ ネ ・フ ラ
、
ンセ 支化 セ ン タ「、(12月14日)、 シ ンポ ジウム登 壇者 。
2020『 国境 を越 え た ラテ ンア メ リカの女 性 た ち』合 評 会 、同志 社 大学 ラテ ン
ア メ リカ研 究 セ ン ター ・・旧人 文研 第14研 究会 共催 、 同志 社大 学(2月14
」
日)。
2020映 像作 品 「(仮題)面 白 い人が 多 か った一 一社 会 人類 学演 習II」9分 。
石田 慎一郎(准 教授)
単編著 2019『 ア フ リカで学 ぶ文 化 人類 学一 民族 誌 が ひ ら く世界 』松 本 尚 之 ・佐 川
徹 ・石 田慎一 郎 ・橋 本 栄莉 ・大 石高 典(編)、 昭和堂 。
2019『 人 を知 る法 、待 つ こ とを知 る正 義一 束 ア フ リカ農 村 か らの 法 人類






その他 2Q19「 書 評OlafZenkerandMarkusVirgilHoehneeds.,跣 θ3'α彪 伽4'舵Pαm40κ
σ と「㍑5'o〃1αワ 加w'〃4海o`軌 『社 会 人 類 学 年 報 』45:185-194。
2019「 労 働 は 、 商 品 で は な い 一 法 は 人 間 の 人 間 的 生 に つ い て 何 事 か を 語
る」 〔ア ラ ン ・シ ュ ピ オ 『フ ィ ラ デ ル フ ィ ア の 精 神 一 グ ロ ー バ ル化 に
立 ち 向 か う社 会 正 義 』 書 評 〕 『図 書 新 聞 』3429:2。
171
深山 直子(准 教授)
論文 2020「 自分 とい うや っか い な もの一2019年 度 『社 会 人類 学演 習H』 の イ ン
タ ビ ュ ー 作 品 」 『人 文 学 報 』516-2:51-89。
2020「 ア オテ ア ロ ア ・ニ ュ ージ ー ラ ン ドにお け るマ オ リ女 性 のマ ナー テ ア
ロ バ ・ラ ウ ン トゥ リー 氏 に よ る2講 演 の 記 録 」 『人 文 学 報 』516-2:39-50。
(テ アロハ ・ラ ウン トゥリー と共著)
口頭発表 2019「 気 象 災 害 に対 す る環礁社 会 の レジ リエ ンスー2005年 にサ イ ク ロ ンが
襲 来 した ク ック諸 島 プカ プ カの事例 よ り」、 日本 文化 人類 学 会第53回 研
究 大会 、仙 台:東 北 大学(6月2日)。
2019「 保 護 され る 自然 と庇 護 ざれ るア イヌー 阿寒 のパ トロ ンと しての前 田
家」、文部科学省科学研究費補助金 、(基盤研究B)「 アフリカの少数民族
による文化/自 然の観光資源化と 『住民参加』の新展開」(代表:丸 山
淳 子)研 究会 、東京:東 洋 大学(11月11日)。
その他 【ポス ター発 表】
2019「 オ セ アニ ア環礁 の 淡水 資 源 を破 壊 す る熱 帯サ イ クロ ンの災 害 史研 究」、
2019年 度 海外 学術 調査 フ ォー ラム 海外 学術 調査 フェ ス タ、 東京:東 京
外 国語 大 学(共 同発表 者:山 口徹 ・山野博 哉 ・棚 橋 訓)(7月6日)。
澤井 充生(助 教)
単編著 (単著)






※2019年度科学研究費補助金 ・基盤研究C・ 研究課題 「日本軍の皇民
化政策と対日ムスリム協力者の記憶一 植民地経験の多声的民族誌」
(課題 番号17KO3290、 研 究代 表 者:澤 井 充生 、首 都 大学 東京)成 果報
告書
論文 2020「 現代中国の回族社会における屠畜の周縁化一 動物供犠と殺生忌避の




口頭発表 2019「 社会主義を経験したハラール産業の栄枯盛衰一 現代中国における伝
統知の継承 と断絶」(日本文化人類学会第53回研究大会;於:東 北大学)
(6月1日)。




懇 談会;於:東 京大 学駒 場 キ ャ ンパ ス14号 館407号 室)(11月2日)。
2019「 中国領内に蔓延するイスラモフォビアー 習近平政権下の宗教統制と
の関わりから」(科研費研究会 「中国ムスリムの超国家 ・超民族的ネッ
トワー クの構 築 と多 文化 共生 圏の創 出に 関す る研 究」';於:国 立 民族 学
博物 館)(11月9日)。
※2019年 度 科学 研 究費補 助 金 ・基 盤研 究B・ 研 究 課題 「中国 ムス リムの
超国家 ・超民族的ネットワークの構築と多文化共生圏の創出に関す
る研 究」(課 題 番号18HOO787、 研 究代 表者:木 村 自、 立教 大学)
2019「 日本軍へ協力した"回好"の面従腹背一 植民地支配を経験 した回民の
ライ フ ・ヒス トリー」(科 研 費 研 究会 「日本 軍 の皇民 化 政策 と中 国ム ス
リムの植民地経験一 内モンゴル ・満洲国 ・国民政府の回教工作をめ
ぐる比 較 検 討 」;於:首 都 大 学 東 京 南大 沢 キ ャ ンパ ス1階131教 室)(11
「
月30日)。
※2019年度科学研究費補助金 ・基盤研究C・ 研究課題 「日本の回教工
作 とムス リム ・コ ミュ ニテ ィ に関す る歴 史 人類 学 的研 究 」(課 題番 号
25370945、 研 究代 表 者:澤 井 充生 、首 都大 学東 京)
2019「 自著 を語 る一 『現代 中 国 にお け る 「イス ラー ム復 興」 の 民族 誌一
変 貌 す る ジ ャマ ー ア の伝 統秩 序 と民族 自治 』」(中 国 ム ス リム研 究会 第
36回 定例会;於:同 志社 大 学東京 サ テ ライ トキ ャ ンパ ス)(12月7日)。
その他 (書評)
2020(印 刷 中)「(特 集)私 の 選 ん だ ア ジ ア の本2020」 『ア ジ アへ の と び ら』
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